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問　生活環境課  生活環境係

「ゼロカーボンシティこもろ「ゼロカーボンシティこもろ」」をを目指目指してして⑨⑨
　小諸市では 2050 年までに「ゼロカーボンシティ（二酸化炭素排出量実質ゼロ）」を目指しています。
日本の二酸化炭素排出量の約６割が、衣食住を中心とするライフスタイルに起因しています。ゼロカ
ーボンの達成には、一人ひとりの意識変化が大切です。日常生活でできる脱炭素の取り組みを紹介します！

　" 食品ロス " とは、本来食べられるのに捨てられてしまう食べ物のことです。食べきれる量を買う、
保存を工夫して食べられるものは捨てない、さらにはフードバンク※に寄付するなどによって食品
ロスを減らすことで、廃棄時に加えて生産や流通時のコストや CO2 排出の削減につながります。
※フードバンクとは、余剰食品を食べ物を必要としている人につなぐ役割のことです。

食材の買い方や保存方法で食品ロスを減らそう食材の買い方や保存方法で食品ロスを減らそう

年間のCO ₂削減量

54kg/人

家庭と外食の食品ロス
がゼロになった場合

〇自分が食べられる分を把握し、必要な分を買うことで食べ過ぎ
　を回避し、食費の削減にもつながります
〇冷蔵庫への食品の詰込みを防ぎ、冷えやすく節電につながります
〇廃棄する食品を減らすことで、生ごみ処理の手間と費用を減
　らせます
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環境省 HP

募集中 電柱取付型通学路注意喚起看板
　のスポンサー問　学校教育課　教育総務係

　小諸市教育委員会では、毎年度関係機関が連携して、通学路の危険箇所の対
策を検討・実施する取り組みを行っており、平成 30 年度より、電柱広告事業
を行う中電クラビス株式会社様とともに、電柱取付型通学路注意喚起看板設置
に取り組んでいます。
　事業者様に広告主になっていただくことで、注意喚起の標示に名称等が併記
された看板が危険箇所に設置されるものです。市民の皆様には、この看板の設
置箇所の通行に十分ご注意いただくとともに、事業者様等においても、スポン
サーとしてのご協⼒をお願いします。

問　生活環境課　ごみ減量推進係

ネットで
簡単申込 家庭で不用になったパソコンを無料回収します

　小諸市では、「小型家電リサイクル法」の認定事業者である ｢リネットジャ
パンリサイクル㈱｣ と協定を締結し、不用なパソコン・小型家電の宅配便によ
る回収を推進しています。利用方法は以下の通りです。

●パソコンを含む 1 箱分の
　回収料金が無料。
●消去ソフトを無償提供。
●パソコンと一緒にプリンタ　
　などの周辺機器も回収しま　
　す。

【お問合せ専用窓口】
リネットジャパン
リサイクル（株）
☎ 0570-085-800

◀リネットジャパン
　リサイクル㈱の
　公式 HP はコチラ


